
＜ 4 月 12 日 家庭礼拝の手引き ＞ 

本日は、以下のプログラムで家庭礼拝を捧げましょう。 

インターネットに接続できる方は、11 時に開始する牧師の説教などをライブ配信（生放送）で見なが

ら礼拝を捧げることもできます。出席はできません。視聴方法は別ページに記しています。 

 

１，礼拝の進め方 

礼拝プログラムは次の通りです。このプログラムに沿って、賛美を捧げ、祈り、聖書を読みましょう。

説教の部分は、説教要旨を読みましょう。 

 

２，礼拝プログラム  イースター礼拝 

招   詞  イザヤ書 53 章 1-5 節 

賛 美 歌 新生 240 救いの主はハレルヤ 

主 の 祈 り  

感謝の祈り  

聖    書 ルカ福音書 24 章 1-12 節(新 159 頁) 

メッセージ  「 あの方は、復活なさったのだ 」        説教要旨を読みましょう  

祈   祷       祈りの課題を読み祈りましょう 

賛 美 歌  新生 243 墓の中にいと低く 

黙   祷 

 

３，祈りの課題 

 イースターを迎えました。主がわたしたちのために十字架に死に、復活なされたことを喜び、

主の愛と憐れみを感謝しながら、主をほめたたえましょう。 

 新型コロナウイルスの感染が収束し、苦しみと不安の中にある人が守られるように。安心して

通常の礼拝を捧げることができますように 

 教会員、教会に連なる方々がご家庭で家庭礼拝を捧げ、信仰と愛と一致が守られるように 

 日本をはじめ全世界で感染に苦しむ人々のために。全世界の教会の礼拝のために 

 教会に連なるご高齢の方、お一人暮らしの方、施設に入所されている方のために 

 新年度を迎え、新しい歩みを始める方々のために、学校で学ぶ若い方々のために 

 

４，説教要旨 

イースター、おめでとうございます。イエスさまの復活を喜びましょう。イエスさまは、わたしたち人

間の罪を負い、その裁きを代わりに受け、わたしたちに救いの道を開いてくださいました。「実に、キリ

ストは、わたしたちがまだ弱かったころ、定められた時に、不信心な者のために死んでくださった。（中

略）わたしたちがまだ罪人であったとき、キリストがわたしたちのために死んでくださったことにより、

神はわたしたちに対する愛を示されました」（ローマ５章６節、８節） 



そのキリストが復活なされたことは、神が十字架に死に給うたイエスを、＜然り、そこに神の御心があ

る＞と、宣言をしてくださった出来事と言えるでしょう。わたしたちは、十字架を見上げ、そこにわたし

たちの罪の裁きを見ます。そして、それほどまでして、わたしたちを救おうとするイエスさまの愛を覚え

ます。赦される資格のない者を赦し、愛してくださるイエスさまの姿を見ます。イエスの復活をとおし

て、神の然り、神の肯定、わたしたちへの愛を知らされたのです。十字架に死に復活されたイエスの証人

に、弟子たちがなったように、わたしたちもイエスの証人とされました。人間が言葉を失う死さえも、決

してすべての終わりではありません。人間の絶望は真の絶望にはならないのです。イエスさまがいる限

り、十字架にかかって罪を贖ってくださったイエスさまがいる限り、わたしたちも、イエスさまの復活の

命によって、新しい命に移されることを信じることができます。 

復活の朝、最初に、イエスの復活を知らされたのは、婦人たちでした。弟子たちが逃げ去った後も、イ

エスさまの死を見届けた女性たちでした。彼女たちにとっては、イエスの死は厳然たる事実となってい

ました。イエスが殺されて三日目の朝、それは安息日が明けた朝、彼女たちはイエスの墓に向かいまし

た。イエスさまの遺体に香油を塗り、せめてものお別れをするために出かけました。しかし、墓を封印し

ていた石はわきに転がされ、イエスの遺体は無くなっていました。途方に暮れていると、そばに二人の輝

く衣を着た人が現れました。彼らは言いました。「なぜ、生きておられる方を死者の中に探すのか。あの

方は、ここにはおられない。復活なさったのだ」。イエスが何度も受難予告をした際に、三日目に復活す

ると語っていたではないかと教えたのです。彼女たちは、急いで弟子たちのもとに行き、一部始終を知ら

せました。 

イエスの死が厳然たる事実となる中、墓に向かっていた婦人たちは、イエスの復活を最初に知らされる

者となりました。絶望の場が、復活の場、喜びと希望の場に変わったのです。 

イエスさまはエマオ途上の弟子たちに、ペトロに、また弟子たちが集まっているところで、復活した姿

で現れました。そして、46 節「メシアは苦しみを受け、三日目に死者の中から復活する。また、罪の赦

しを得させる悔い改めが、その名によってあらゆる国の人々に宣べ伝えられると。エルサレムから始め

て、あなたがたはこれらのことの証人となる」と語られたのでした。その後、復活の主と出会った弟子た

ちは、別人のようにイエスの復活の証人となっていきました。弟子たちはその挫折から立ち上がり、死を

も恐れぬ大胆さをもって、イエスの証人となっていったのです。 

わたしたちも、このイエスさまの復活の命に包まれ、イエスさまの十字架と復活の証人とされました。

神の愛と憐れみを喜び、賛美をもって、わたしたちもイエスの証人として生きるように招かれています。 

アフガニスタンの沙漠に用水路を掘った医師中村哲さんは語られました。「裏切られても裏切り返さな

い誠実さが、人々の心に触れる」。裏切られたら、裏切り返す、それが自分に対する誠実さかもしれませ

ん。しかし、ここで語られている誠実さは、自分に対する誠実さではありません。イエスの証人となった

者としての誠実さです。イエスさまの十字架と復活が、裏切る弟子たち、神に背く人間をそれでも、裏切

り返さない、愛を諦めない姿であったことを信じる者としての誠実さです。 

わたしたちは、イエスさまの復活の命に包まれています。“あの方は復活なさった”との天使の宣言を聞

きながら、わたしたちはイエスさまの復活の命を生きて行きましょう。あの方は、イエスさまは、復活な

さったのです。 


